
＜テーマ１＞
連接型都市圏の形成による機能強化
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都市機能の強化

都市間の連携機能の強化

（テーマ１） 方向性①；連接型都市圏の強みを活かした都市機能と連携機能の強化策の構築

●連接型都市のイメージと対策のポイント

●北陸圏の圏域構成
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○ 一定規模の都市が近接

○ 上記それぞれでの生活圏域を形成

北陸新幹線開通により一層短縮する近接性を活かした都市
機能強化と生活圏相互の連携を支える交通機能の強化によ
り、新幹線開通効果を最大限に高める。

「暮らしやすさ日本一」へ
の貢献

○需要エリアをより広くとることで、通常の

生活圏規模で成立しづらい都市機能成
立の可能性が生じる。

○一定のサービス水準を維持しつつ、都市
（生活圏）の個性に応じた都市機能立地
が可能。

▲ より一層の交通やICTの確保が必要。

▲ これまでの生活圏の枠組みを越えるた

めには、住民側の意識変革も必要

○周辺市町村や農山漁村集落等を含め、

誰もが都市機能の享受が可能

○都市機能の需要エリアが拡大すること

から、都市機能の集積効果が増大

▲一定のサービス水準を確保するために、

提供サービスは画一的になりがちとな
る、都市（圏域）が没個性化

▲提供エリア拡大に伴う、交通やICTの
確保が必要

▲都市規模により、提供できる都市サー

ビスに限界

▲一定規模以上の都市でないと高次都

市機能が成立せず

▲居住都市により、都市サービスの享

受度に格差が発生

効
果
・
課
題

・ それぞれの都市における都市サービ
スを提供

単独都市

・ 新幹線開通のインパクトの偏在化に対す
るプラス効果の増大とマイナス影響の是
正に向けた連接する都市圏における機
能強化と並行在来線をはじめ二次交通
の機能強化が課題

・ 各都市における都市サービスの提供に
加え、核都市が圏域全体の都市機能を
分担･共有

状
況

イ
メ
ー
ジ

連接都市圏都市圏（生活圏）定義

23● 都市圏の考え方
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● 連接型都市圏の形成による機能強化 都市機能と施設あたり人口

・映画館（18.3）・ショッピングセンター
（25.8）

・大学（16.9）10～30万人

・高速道路ＩＣ（8.8）・フィットネスクラブ（6.3）・ホームセンター

（5.5）

5～10万人

・都市公園（0.1）

・カルチャー教室

（0.1）

・旅館・ホテル

（0.3）

・遊興飲食店

（0.04）

・銀行（0.9）

・幼稚園

（0.9）

・学習塾

（0.2）

・保育所

（0.4）

1万人未満

・美術館・博物館

（2.6）

・図書館

（3.8）

・大型スーパー

（1.5）

・高校（2.4）

・英会話学校

（1.5）

・各種専門学校

（2.6）

・老人ホーム

（1.4）

・一般病院

(1.6)

・救急告示病院

（3.1）

1～5万人

・新幹線駅（319.4）・百貨店（38.0）・救命救急センター
（62.3）

30万人以上

その他

（データ不詳）

施設あたり人口

・鉄道ターミナル駅

・バスターミナル

・空港アクセスバス

・高速バス発着駅

等

・文化ホール

・光インターネット基盤

・都市型ＣＡＴＶ

等

・大型書店

・商店街

・家電量販店

・消費者生活センター

等

・大手予備校

等

・高度医療（脳疾患・心
臓疾患）対応病院

・24時間対応小児科専
門医

・放課後児童クラブ

・児童相談所

等

目
指
す
べ
き
都
市
機
能

交通・生活基盤情報・娯楽・文化・ス
ポーツ

消費・金融教育医療・福祉

【資料】「総務省定住自立圏構想研究会」資料より整理

24

※（ ）内の数字は、日本の全人口を施設等の数で除した場合の平均の１施設当たり人口概数
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越後湯沢

新潟

妙高高原

直江津

柏崎

東三条

魚津

富山

糸魚川

高岡

金沢

小松

加賀温泉

十日町

長岡

新津

芦原温泉

福井

武生

敦賀

長野

南越

新高岡

新黒部

上越

飯山

燕 三
条

浦佐

●交通結節点における公共交通機能の強化と一
体となった都市機能の集積

【取組み施策（富山県）】
人が集まる魅力的なまちづくりと地域活性化
・歴史・文化・自然・産業など地域の特
色を活かしたまちづくり
・魅力ある中心市街地の形成と活性化
・新幹線駅を拠点としたまちづくり

【取組み施策（石川県）】
魅力ある交流基盤づくり
・回遊性の向上
・まちの魅力を高め、交流拡大のつながる拠点の整
備・充実
・にぎわいのあるまちづくり

●交流人口の拡大

【取組み施策（富山県）】
観光産業の振興と交流人口の拡大
・新たな観光資源・ルートの開発
・観光客の受け入れ体制の整備
・観光客の誘致に向けたPR
・広域・国際観光の推進
・交流人口の拡大

【取組み施策（石川県）】
観光誘客拡大
・魅力ある観光地づくり
・戦略的な情報発信
・受け入れ体制の整備
・広域連携の推進

●新幹線通勤・通学による通勤・通学圏
の拡大と若年層の圏域内選択肢の増加
●新幹線・高速道路等の料金抵抗の軽減
●生活圏を越えた共同の取組による、心
理的な抵抗感の軽減
●個性的な都市機能相互の連携による、
圏域全体の相乗効果の発揮

⇒都市間の連携に関する施策は見られない

＜対策例＞
・交通結節点における公共交通の機能強化と一体となった都市機能の集積・強化
・新幹線通勤・通学による通勤・通学圏の拡大と若年層の圏域内選択肢の増加
・新幹線・高速道路等の料金抵抗の軽減
・生活圏を越えた共同の取組による、心理的な抵抗感の軽減
・個性的な都市機能相互の連携による、圏域全体の相乗効果の発揮
・交流人口の拡大

（テーマ１） 方向性②；新幹線開通による影響を見据えた連接型都市圏の更なる
強みの強化策の構築 プラス効果の増大

25
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○ 県庁所在都市等を中心として、通勤・通学等が発生
○ 県を超えた流動は比較的少ない。

■ 通勤流動（平成17年） ■ 通学流動

近畿圏

20％以上

１ ０ ～ ２
０％５～１０％

県境を越える
もの（ 1％以
上）

20％以上

１ ０ ～ ２
０％５～１０％

県境を越える
もの（ 1％以
上）

● 連接型都市圏の形成による機能強化 通勤・通学流動 26

【資料】平成17年国勢調査 【資料】平成17年国勢調査
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＜対策例＞
・並行在来線をはじめとした二次交通の連絡性の強化による時間短縮効果の広域的な向上と利用増につながる二次交通の魅力向上
・非停車駅などにおける交通結節点機能の強化とニーズに合致した商業機能等の強化
・都市の歴史や個性を活用し、観光等にも寄与する都市機能の個性化
・観光地等における魅力向上とその情報発信

■ 二次交通の結節点強化
ＬＲＴとバスの連絡性の向上

(テーマ１） 方向性②；新幹線開通による影響を見据えた連接型都市圏の
更なる強みの強化策の構築 マイナス影響の是正

安全で安定した並行在来線（北陸本線）

【出典】富山県HP 【出典】富山市HP

ばす・でんしゃナビふくい

【出典】福井県HP【出典】JR高山本線活性化社会実験HP

JR高山本線活性化社会実験

【出典】金沢市HP

歴史まちづくり

■商業機能等の強化と個性的な都市機能の整備

■観光地における魅力向上と情報発信
■ 利用促進につながる魅力向上

歴史・文化資源を活かした都市機能 キッズデザインに基づく都市機能

【出典】第二回キッズデザイン賞HP【出典】金沢市HP

エコタウンを活かしたゼロエミッション交流機能

【出典】富山市エコタウンHP

賑わい横丁

【出典】富山市HP

金沢ふらっとバス

【出典】金沢市HP

【出典】北陸イメージアップ推進会議HP

FIT NOW

季の楽園 北陸暮らし

ダイノソーｚバレー構想

【出典】福井県立恐竜博物館HP

【出典】金沢市HP

パークアンドバスライド 「Kパークシステム」

【出典】高岡市HP

万葉線（株）のアイトラム

27
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＜テーマ２＞
中山間地域において、高齢者の安
全、安心して暮らせる地域づくり
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医療機関

発信
協力

家

買物

行政
サービス

防災

支援

支援

家

診療所

在宅健康管理システム

生涯学習センター

交流

防災

老人クラブ

交流

買物

連携

【出典】交流居住のススメHP

クラインガルテン妙高（新潟県）

【出典】
読売新聞HP

ドクタープール
制度（三重県）

【出典】西会津町HP

「うらら」（富山県、
福島県）

【出典】札幌市HP

【出典】MSN産経ニュースHP 【出典】郵便局HP

移動コンビニ（鳥取県）移動郵便局「ポスクル」
（愛知県）

バリアフリー住宅

【出典】住宅産業研修財
団HP

【出典】国土交通省HP

中村まちバス（高知県）

【出典】茨木市HP

【出典】
環白山保護利用
管理協会HP

【出典】中国新聞HP

【出典】新潟市HP

【出典】岐阜県HP

支援

鳥獣被害対策

足の確保

足の確保

足の確保

都市からの遠隔地にお
ける対策イメージ

都市近接地における
対策イメージ

(テーマ２） 方向性①；都市部との距離に配慮した支援策の構築 28

＜対策例＞
・都市部と近接する条件不利地域と、都市と隔絶する距離圏にある条件不利地域の２つのタイプをモデルとして支援策を構築

ICT

行政・NPOなど広域ネットワーク

発信

【出典】北陸ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ推進会議HP

参
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（テーマ２） 方向性②中山間地域の暮らしの不安の解消

＜対策例＞
・アクセス、ICT活用、支援体制との併用による機能配置の効率性向上への工夫

・ 地域資源（人材）の掘り起こしや育成による、日常的な医療や福祉などのケアの充実

・ 地域の対応を補完する情報通信網の活用や防災・防犯面での補完

・ 機動的な取組みによる効率的に持続可能な日常サービスの提供

・ 都市住民との連携による農地・林地の保全と交流の拡大による地域の活性化

・ 広域的な補完・連携による効率的なサービスの提供

ＣＡＴＶなど双方向のＩＣＴ基盤の活用

第３次救急医療機関等

診療所や介護施設等

ＴＶ電話等による
問診

高齢者世帯等

看護士・介護士等
の巡回による
見守り

在宅健康管理
システム

緊急呼び出し

高速道路
利用による救急

搬送
防災ヘリ等による

搬送

※次ページ参照

29
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●農山漁村地域におけるＣＡＴＶなど
高度情報通信基盤の整備促進

●高度情報通信基盤を活用した医療、福祉、
行政サービスの提供体制の構築 等

○高度情報通信基盤を活用した生
活サポートの仕組みづくり

【出典】ブロードバンド空白地域解消のための
無線アクセスシステムに関する調査検討

◇一人暮らしのお年寄り見守り

(テーマ２） 方向性②中山間地域の暮らしの不安の解消

＜対策例＞
・救急医療ネットワークの充実

30

救急医療施設へのアクセス
強化が望まれるエリア

救命救急医療ネットワークの強化のた
めの対策

10％未満

10～25％未満

25％以上

【高齢化率】

第2次救急医療圏

第3次救急医療施設

凡 例

参
考
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＜対策例＞
・効果的な防除雪対策の工夫（家屋，ハード）
・防除雪への広域的な支援体制構築

雪下ろしボランティア（川口町）

②要援護者世帯に対する除雪支援

・要援護者冬期在宅支援
・災害時要援護者避難支援
・総合情報ネットワークシステム整備事業

①見守り情報の共有

・集落安心づくり事業
・介護予防及び地域支え合い事業
・高齢者世帯等冬期道踏支援事業

③除雪ボランティア
・ボランティア活動支援事業「福祉除雪ボランティア隊」
・除雪ボランティア「夢雪隊（むせつたい）」
・除雪ボランティア「遊雪隊（ゆうせつたい）」
・除雪ボランティア「コミュニティかわきた」
・雪かきボランティア「スノーバスターズ」
・除雪ボランティアの広域的なコーディネート体制づくり
・金山高校による全校除雪ボランティア

④ 不在家屋対策

・不在家屋対策

克雪住宅の研究・普及

・雪おろしの負担を軽減する落雪・融雪屋根の工夫

・雪貯蔵を活用した雪冷房

・克雪住宅の手引きの作成

・克雪対策資金融資事業

楽雪住宅（南砺市）

防除雪への支援メニューの例

(テーマ２） 方向性②中山間地域の暮らしの不安の解消 31
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＜対策例＞
・地域実態にあった交通手段の確保策の構築
・支援体制、ICT併用策

いしかわマルチメディアスーパーハイウェイ（石川県）

●県内市町村と接続するため県域ネットワークとして３６システムが運用中。

●適切な情報システムの導入・運用管理及び、最適な情報システム共通基盤整備のため、情報シス

テム調達の最適化国向けた取組み

能登町有線テレビ放送e-のとネットTV（能登町）

●高度情報化社会に対処した、情報交流がかのうとなるおようマルチメディアの高度化により地域

情報化を支える情報インフラの構築

羽咋市 宝達志水町

羽咋市 るんるんバス

宝達志水町
のらんちゴー

デマンドタクシー

コミュニティバス 運用の工夫（宝達志水町）

●羽咋市と宝達志水町のコミュニテイバスが行政界を越えて、相互

乗り入れ

●宝達志水町では、コミュニティバスをデマンドタクシーで補完

（テーマ２） 方向性②中山間地域の暮らしの不安の解消 32

【出典】宝達志水町HP
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＜対策例＞
・地域資源の発掘・活用による交流策
・鳥獣被害への対策の工夫

共生ベルト形成概念図

中山間地域直接支払交付金や
農地・水・環境保全向上対策

中山間地域直接支払交付金や
農地・水・環境保全向上対策

鳥獣害のない
里づくり推進

鳥獣害のない
里づくり推進

福井県提供資料より作成

間伐管理や
放牧による
緩衝地帯

間伐管理や
放牧による
緩衝地帯

広葉樹への
樹種転換に
よる野生生
物生息環境
の保全

広葉樹への
樹種転換に
よる野生生
物生息環境
の保全

中山間地における共生ベルトの形成（福井県）

・ 人と野生生物の棲み分けによる鳥獣害のない里づくり

・ 里地・里山は間伐等の管理を行い、居住・生活空間を明
確にする。

・ 奥山では、広葉樹化など野生生物の生息環境を整え、里
に下りない環境形成

・ 両者の間に放牧等を行う緩衝地帯を設ける。

能登里山マイスター（金沢大学）

都会のUIJ
ターン希望者

自治体・JAの
若手職員

農林業の後
継者・担い手

里山マイスター養成プログラム（2年間）

里山マイスター認定

篤農人材 アグリビジネス人材 地域リーダー人材

金沢大学 石川県 地元市町村

共同研究 情報提供 就農支援資金融資 空家・農地斡旋

・ 奥能登の地域資源、金沢大学の人的資源を活かして、農林業・
環境等の技能を取得

・ 認定後は、大学・行政が、地域づくり・地域おこしの担い手を支援
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